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◎開会・開議

午前１０時３０分開会・開議

○教育長（石井逸雄） ただいまから、令和元年度第３回みどり市定例教育委員会議を開会いたしま

す。よろしくお願いいたします。

─────────────────◇─────────────────

◎日程第１ 会議録署名委員の指名

○教育長（石井逸雄） 日程第１、会議録署名委員の指名をさせていただきます。本日は、席番２番

の金子祐次郎委員にお願いしたいと思います。よろしくお願いいたします。

─────────────────◇─────────────────

◎日程第２ 会期の決定

○教育長（石井逸雄） 日程第２、会期の決定ですけれども、令和元年６月１１日、本日１日という

ことにしたいと思います。よろしいでしょうか。

〔「異議なし」の声あり〕

○教育長（石井逸雄） ご異議なしの声がありましたので、本日１日と決定いたします。

─────────────────◇─────────────────

◎日程第３ 教育長報告

○教育長（石井逸雄） 続きまして、日程第３、教育長報告を議題といたします。本日の報告につき

ましては、別紙でお配りしておりますように、書面での報告ということでご理解をいただきたいと思っ

ております。

それでは、委任された事務の管理・執行状況に関する報告ということで、今回は教育総務課のほう

から説明をしていただいて、皆さんからご意見いただきたいと思っています。きょう報告する内容の

なかの部分がまだ一般の方に公開されていない内容を報告し、皆なさんからご意見をいただくという

部分がありますので、非公開とさせていただきたいと思いますが、委員さん方いかがでしょうか。

〔「異議なし」の声あり〕

○教育長（石井逸雄） それでは、異議なしということでございますので、この後の部分については

非公開として扱わせていだきます。よって、傍聴の方、少しお時間をいただいてよろしいでしょうか。

申しわけありません。

それでは、教育総務課長からお願いします。

○教育総務課長（金高吉宏） ５月定例会の時に基本計画に沿って、基本設計及び実施設計を行うた

めの公募型プロポーザルを実施しているとご報告させていただきました。その結果がでましたので、

ご報告させていただきます。

５月２３日に２次審査を行いました。２次審査につきましては、副市長を委員長といたしまして、

副委員長を前橋工科大学の准教授として、審査員１５名で実施させていただきました。業者によるプ

レゼンテーションおよびヒアリングを行った結果、前橋市の株式会社石井設計が最優秀提案者という
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形になりました。今後、最優秀提案者の技術提案書を要綱に基づき一定の期間みて、全体像のイメー

ジとして次のページをごらんいただきたいと思います。上段の部分は南東側からグラウンドと北側の

校舎がみえる図でございます。下段の左側は北側からのイメージということで、反対側からのイメー

ジ図。それから、下段の右側につきましては、校舎と体育館をつなぐ動線に設置の反野外空間という

イメージになっております。５月２８日に審査結果を公表させていただきまして、決定業者に通知を

したところでございます。決定業者とは今後、契約にかんする協議を行ってまいります。石井設計と

は契約にかんする打合せを開始しているところでございます。

それから、次のページで今後の予定、建築等に関しては用地買収等に着手していきますが、また平

行して市民への周知ということで、笠懸地区の代表者会議、６月５日に行ったものでありますが、そ

の後笠小の保護者会議、住民説明会、具体的な説明に入っていくということと、給食センター方式に

ついても、笠小のＰＴＡの役員会や保護者への給食試食会等を行いご理解いただきたいと考えており

ます。

以上でございます。

○教育長（石井逸雄） ありがとうございました。今課長からプロポーザルの結果、この後について

資料について説明させましたが、皆さんのほうからご質問、ご意見ございますか。

○委員（山同善子） ８月下旬から９月上旬に予定している施設見学の給食試食会ですが、対象が笠

小保護者となっていますが、これは希望者ということですか。

○教育総務課長（金高吉宏） 笠懸小学校の保護者に希望をとらせていただきまして、３日間のなか

で食べていただきます。

○委員（山同善子） できるだけたくさんの保護者の方に来ていただけるような工夫ができるといい

かなと思います。

○教育長（石井逸雄） ここについては授業日でありますので、児童が保護者と一緒に来るというこ

とはできませんので、保護者対象ということでありますが、山同委員さんからできるだけ多くの人に

この状況を理解してもらうとういう工夫をということでお願いします。

そのほかございますか。

〔少し間あり〕

○教育長（石井逸雄） それではここにありますように、６月２８日、６月下旬、７月１２日という

ふうなところで、いろいろ説明する機会を設けていくということでございますので、また次回笠懸小

学校訪問で、学校の調理場を確認したり、現地で給食を試食したりということで教育委員会議を予定

しておりますので、また進捗状況につきましては、次回の教育委員会議のなかで報告をさせていただ

くということでよろしいでしょうか。

〔「はい」の声あり〕

○教育長（石井逸雄） このプロポーザルの結果、保護者、地域の方、給食運営委員会等、いろいろ

な方々にご理解いただくということに関係する日程および、今後の計画についてはよろしいでしょう
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か。

〔「はい」の声あり〕

○教育長（石井逸雄） それでは、金高課長から続けてお願いします。

○教育総務課長（金高吉宏） 先ほどのお話のなかで、６月５日に第１回地区代表者会議をさせてい

ただいきました。これにつきましては、基本計画ができましたということでご報告させていただきま

したが、その時のプレゼンテーションの内容を今回報告させていただいて、その状況をご承知おきい

ただければと思います。３０分程度スライドをみながら説明を聞いてください。

○教育長（石井逸雄） 教育部とすると、地区代表者の方にご理解いただくために、これまでの経緯

とかこれからの方向をプレゼンにまとめて説明したというところでございます。この内容が教育部と

しては公式な部分ということでございますので、その状況を教育委員さん方にもご理解いただくため

プレゼンを教育長報告に入れさせていただくことにしました。この後、担当から説明させます。

◯新設校準備室指導主事（日置 潤） 笠懸小学校の分離・新設について６月５日に行った地区代表

者会議で、説明した資料になりますのでご了承ください。地区代表者会議では、説明後、質疑・応答

の時間を最後に設け、一括して質問やご意見をお受けしました。６月５日当日の次第にあるとおり、

主に４つのお話をさせていただきます。

１つ目は、新設校の必要性、２つ目は、新設校の学区や場所などの概要と基本コンセプト、３つ目

は、分離後の笠懸小学校の在り方について、４つ目は今後のスケジュール（案）と地区代表者会議の

皆様にお願いしたいことについてお話させていただきます。

それでは、具体的な説明に入らせていただきます。まず、新しい学校の必要性について、現在の笠

懸小学校の現状から考えてみたいと思います。現在、笠懸地区には３つの小学校と２つの中学校があ

りますが、３つの小学校の規模を比較してみますと、笠懸北小が３３７人、笠懸東小が４７３人に対

して、笠懸小学校は９３５人と、笠懸東小の約２倍、笠懸北小の約２．８倍の児童がいるということ

になります。これは、皆さんご存じのように県内で一番の大規模校になります。

では、大規模校の課題についてですが、県内で一番の大規模校というのが誇り、昔から大規模だっ

たので問題はないのではないか、大規模のほうが友達がたくさんできる、行事が盛り上がるなど、大

規模だから良いという部分もあり、逆に小さな学校になってしまうとさびしい、友人関係のトラブル

があった時にクラスがたくさんあれば、別のクラスにするなどの対処もしやすいのではないかという

ことも考えられますが、現在の笠懸小学校では、実は大規模であることが基になっている課題があり

ます。

①「ドリル学習などの時間が確保できない」ということがあります。市内の多くの小学校では１日

に一度、５校時の前あたりでドリル学習など、１５分程度の時間を設けて学習の習熟を図っています

が、笠懸小はトイレが混雑したり、移動に時間がかかったりするために通常の授業間の休憩が５分で

は間に合わないので、１０分休憩にしています。そのため、１５分のドリル学習等の時間を確保しよ

うとすると、その分下校が遅くなってしまうということで、時間確保が難しいということがあります。
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②体育館やプール等は、複数のクラスで使うのが通常で、その使用調整に苦慮したり、授業の際に

は順番待ちなどが生じるため、どうしても一人一人の運動量や運動率が少なくなってしまうことがあ

ります。

③校庭でのボール遊びは、安全上の配慮から校庭を分割して、使用する場所や時間を学年ごとに指

定するなど、制限を設けて遊ばせております。

④理科室などの特別教室については、学級数が多いため使用に制限があり、使いたいときに使えな

いことがあります。

⑤図書室の全クラスでの使用計画が組めなかったり、人数に対する蔵書量が不足していたりするの

で、隣の笠懸図書館へ行って本を借りたり、調べ学習を行ったりしております。

このような課題がありますが、現在笠懸小学校では校長先生をはじめ、先生方も子供たちもかなり

工夫・協力していろいろなことに取り組んでいます。例えば、いろいろな役割をつくって一人一人の

児童が活躍できる場を積極的につくったり、集団での移動を素早く行えるように指導の徹底や意識の

向上を図ったり、教室の利用の仕方を工夫したりしています。実際に人数は多いですが、かなり集団

での移動は早いとお聞きしています。

このように、いろいろな工夫をしながら、現在教育活動を行っており、また大規模校のよさもたく

さんあるのですが、やはり物理的に厳しい状況があり、笠懸北小や笠懸東小のような規模の学校と比

べるといろいろな課題があります。そこで、教育委員会としては、学校規模や教室等の利用について、

笠懸東小や笠懸北小と同様の環境を整えていきたいと考えています。

ここからは、２番、新設校の概要と基本コンセプトについて、ご説明させていただきます。まず、

学区の決定等これまでの経緯について簡単に触れたいと思います。学区の決定については、様々な可

能性を考え、いろいろな学区の案がありましたが、一番子供たちにとって最適なものは何かというこ

とを検討してきました。まず、たくさんあった学区の案の中から、スクリーン左下にあるような学校

の規模や通学等の安全面、地域コミュニティ、中学校への進学等の視点で４つに絞り、それを平成２

７年度に立ち上げた地区代表者会議の中で検討してきました。１年間で７回に渡る検討を行い、最終

的に４つの学区について審査を行いました。

また、住民の皆さんへの説明会も実施し、行政区ごとに地区公民館５か所での説明を行いました。

笠懸小の現状や規模適正化への取り組み、学区案等について説明を行い、ご意見をいただきました。

そして、地区代表者会議の審査結果をもとに、教育委員会でも審議し、総合的に判断した結果、新設

小は８区西、９区、１０区とし、笠懸小は５区南、６区、７区とする学区としました。画面のピンク

色の部分が新しく決定した学区になります。画面に表示されている小学校３校の児童数は、新設校の

開校予定である令和４年度の予想数です。笠懸小は約８９０人ですが、新設校をつくった場合、新設

小が約４５０人、笠懸小が約４４０人となり、児童数としてはバランスがよくなります。

また、現在の笠懸小は、市内で一番古い学校で築５０年が経過しています。そのため、今後は大規

模な改修または建て替えが必要になりますので、そのときには笠懸小を南のほうへ建てると遠距離通
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学も解消され、将来的な４校の配置バランスが整うと考えています。また、丸で示した箇所について

は、場所を特定するものではありませんので、ご承知おきください。

次に、新設校の建設予定地の決定についてです。候補地として、初めに１１か所を考えましたが、

学区選定から候補地選定まで一貫して重視した視点としては、「通学の安全確保（通学距離、道路や鉄

道の横断）、将来的な展望を含む笠懸町内の４校の配置バランス、まちづくり（都市計画マスタープラ

ンとの整合性）」の３点です。

この視点をもとに、今後の大型道路等の建設計画や歩道や横断歩道、信号機等の整備状況、農業政

策への影響、さらにこの赤い矢印のように、北側と西側、南側の学区境界からのほぼ中央であるとい

うことを考慮し、赤丸の位置に決定しました。

拡大したものが右側の地図ですが、笠懸小から西鹿田のほうへ向かったところにあるコンビニエン

スストアの北側になります。新設校及び笠懸小学校の今後の児童数及び学級数の推移は、このように

なります。新設校は開校時の令和４年度は特別支援学級を含んで４５３人、１８学級となり、その後

もおおむね１８学級程度で推移する見通しです。笠懸小は令和４年度で４３４人、１８学級となり、

その後もおおむね１７学級程度で推移する見通しとなっています。

次に、基本コンセプトについてのお話に移りますが、基本計画をつくる上で、住民の皆様や児童か

らのご意見等を大変参考にさせていただきました。画面左側の住民ワークショップでは、地区代表者

会議の皆様にご協力いただき、新設小のあるべき姿などについて、様々なご意見やご要望をいただき

ました。また、笠懸小学校にも協力していただき、児童ワークショップ及び保護者アンケートを実施

しました。

たくさんいただいたご意見等をもとに、それらをできる限り反映させながら子供たちがわくわくす

るような新設校をつくるという信念のもと、新設校の基本計画を策定しました。

新設校をつくる柱となるのは、児童・保護者、先生方、地域の住民の方々の思いや願いです。

児童ワークショップでは、「木を使った校舎がいい、室内でも遊べる部屋が欲しい、いいにおいのト

イレがいい」などの意見がありました。保護者アンケートでは、「安全・安心が第一、内装は木質化し

てほしい、オープンスペース型の教室がよい、地域と連携した学校にしてほしい」というご意見をい

ただきました。

また、住民の代表として地区代表者会議の方からは、「地域の交流や憩いの場となる学校にしてほし

い、バリアフリーを基本として設計してほしい、地域の防災拠点としての機能も充実させてほしい」

などの願いやご意見をいただきました。笠懸小学校の先生方からも「児童の様子が把握しやすい校舎

がよい、ゆとりのある教育環境を整えてあげたい、子供たちも先生方もわくわくする校舎・学校がよ

い」などの声をいただきました。

これらの願いやご意見等を大切に受け止め、市としては、地域の豊富な木材をふんだんに使った木

のぬくもりや潤いのある学校にしたい、安全・安心で快適な学校にしたい、まちづくりや地域交流の

拠点となる学校にしたいなどの考えのもと、子供も親も地域の皆さんも通いたい、通わせたいと思え
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るような新しい学校づくりを目指したいと思います。

そこで、キャッチフレーズを「みどりの学び舎づくり」としました。木をふんだんにつかったぬく

もりのある学校づくりを行うことを柱とし、地域の誇りとなり、親しみをもてるような学校、そして、

子供たちがわくわくする学校づくりをしていきたいと考えています。

木材を活用する意義としては、「①学習環境の改善」ということが考えられます。木はやわらかで温

かみのある感触や高い吸湿性などの優れた性質をもっていますし、快適な教育環境をつくることによっ

て、大きな効果が期待できます。

「②地域全体の活性化」です。みどり市は、市の全体の面積のうち、およそ８割が豊かな森林となっ

ています。この豊かな森林資源を有効活用することは、大変重要であると考えています。みどり市の

木材資源を利用することによって、木材の需要を生み出し、林業や木材産業の活性化、さらには地域

全体の活性化につながると考えています。

「③地球環境の保全」です。木材資源の循環利用によって、森林の整備が進み、土砂崩れをおきに

くくするなどの森林の多面的機能を発揮させることができます。

「④地域の風土や文化への調和」です。地域産材を取り入れた木材利用により、みどり市の豊かな

自然と調和する親しみのある学校づくりに結びつきます。木材の活用によって、このような効果があ

ると考えています。

先進校の例をご紹介します。細かい設計については、設計業者が決まりましたので、このあと、基

本設計・実施設計に入っていきますので、「木の学校」のイメージとして参考にしていただければと思

います。多目的スペース、先生と児童のふれあいコーナー、絵本コーナー、教室どれも木のぬくもり

を感じられるような内装になっています。こちらが学童クラブ、多目的ホール、内装を木質化した廊

下、校舎の外観ですが、これらの例は「すべて木造」ではなく、躯体は鉄筋等で内装を木質化したり、

屋根などの一部のみ木造としているものです。

続いて、「みどりの学び舎づくり」の基本コンセプトについて、説明いたします。

コンセプト１ですが、子供たちが、安全で安心して学び、快適に生活できる学校。まずは、安全・

安心・快適が大切です。木のよさを活かしながらも防災性や防犯性を確保していきます。また、採光

や通風などにも配慮しながら快適な環境づくりを行ってまいります。

コンセプト２ですが、学習環境の多様化や様々な施設利用ニーズに柔軟に対応できる学校。学習指

導要領が新しくなり、主体的・対話的で深い学びというものが重視されています。その中で、多様化

する教育環境に対応しながら、適切な施設構成を目指したいと考えています。

コンセプト３ですが、木材をふんだんに利用した、児童や地域住民が親しみと誇りをもてる学校、

木をふんだんに使い、子供たちや地域の方々が愛着や親しみをもって利用し、地域の、そしてみどり

市の誇りとなるような個性と魅力あふれる、新しい学校を目指したいと思います。

コンセプト４ですが、まちづくり、地域交流の拠点となるとともに、災害時の避難所機能を兼ね備

えた学校、地域との交流機能を配置します。教育活動の充実や人と人との絆やつながり、ふれあいを
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大切にする学校づくりを行います。また、地域の防災拠点として、災害時の避難所機能を充実させて

いきます。

以上、４つの基本コンセプトをもとに、２０２２年（令和４年）４月の開校を目指して進めてまい

ります。

新設校のイメージです。こちらは、公募型プロポーザルの最優秀提案者による技術提案書から抜粋

したもので、完成予定図ではありませんので、ご承知ください。

南側から見たイメージと北側から見たイメージです。これは、玄関から校舎に入ったところのオー

プンスペースのイメージです。木のぬくもりを感じられるように内装の木質化を行っていくことを考

えています。

続いて、新設校の給食提供方式についてご説明します。現在、笠懸地区の小中学校は自校の調理室

で調理を行う自校方式としています。笠懸地区の学校の調理室は、これまでにも修繕等を行いながら

使用してきましたが、一番古い学校の調理室は築５０年となり、今後も建て替えや大規模な改修が必

要になっていきます。

現時点の市の方針としては、ゆくゆくは笠懸地区についても東や大間々地区と同様に給食センター

方式へ移行することで、統一を図っていきたいと考えています。そこで、新設校には調理室は作らず、

当面は大間々学校給食センターからの配食とすることを考えています。

給食の提供方式については、笠懸地区が自校方式を継続してきたこともありますので、これまでに

笠懸地区の幼稚園、小中学校の保護者の皆様に給食提供方式の説明を行ってきました。今後も、大間々

学校給食センターの見学及び試食会などを計画し、実際に見たり食べたりしていただきながら理解し

ていただくことを教育委員会として、９月末までには判断を行いたいと思います。

次に、分離後の笠懸小学校についての方針を説明します。教育委員会では、新設校と同様に、分離

後の笠懸小学校についても大切にしっかりと考えながら、教育環境を整えていきたいと考えています。

基本方針として、①教育活動の一層の充実 ②新設校との公平感の維持に配慮することを柱として、

ゆとりのある教育環境を整えてまいりたいと思います。具体的にですが、ア きめ細かな指導です。

児童一人一人の活躍の場を増やし、自己有用感や自己肯定感を感じながら健やかに成長していけるよ

うにしていきます。また、教室や特別教室についてもゆとりが出てきますので、ゆったりと教室等を

利用し、少人数指導を充実させるなど、より質の高い教育活動を行えるようにしていきたいと考えて

おります。イ 学童保育です。学童保育の学校敷地内への移設や余裕ができる教室等を利用した学童

保育の運営について、充分に検討していきます。ウ 地域コミュニティの核となる学校施設です。新

設校と同じように、地域交流機能や子育て支援機能など、地域の拠点となるための機能を創出してま

いります。また、災害時には児童の安全確保と地域の皆様の避難所となる地域の防災拠点としての機

能を充実してまいります。

最後に、今後のスケジュールとこれから皆様にお願いしたいことについて、お話します。お願いと

いうのは、地区代表者会議の皆様へのお願いとなります。画面には、今年度の主な予定と検討してい
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ただきたいことが表示されていますが、学校建設は、業者が進めてくれますが、校名や校歌、校章、

通学路など建設以外の部分については、皆様のご協力をいただきながら進めてまいりたいと考えてい

ますので、ご協力をお願いいたします。赤字の部分は、地区代表者会議の時期と内容です。第２回目

を８月２９日、第３回目は、１０月３０日、基本設計や校名決定等についての検討をお願いできれば

と考えています。

それから、６月２８日には笠懸小のＰＴＡ役員さん、及び７月３０日には保護者向けの説明会を行

う予定です。９月には笠懸小学校地区の住民向けの説明会を予定しています。来年度以降のスケジュー

ルについては、今後の会議の中でお知らせしていきますので、よろしくお願いします。

校名と校歌、校章の決定までの流れとお願いですが、これは説明会を行った６月５日現在での考え

であり、まだ検討中としているものです。現時点での進め方を簡単にご説明します。まず、校名です

が、流れとしてはこのようになります。校名を公募し、それを２０候補程度に事務局が絞りますので、

皆様にはそれを４から５候補に絞っていただきたいと思います。その後、笠懸小学校区の児童・保護

者・住民による投票を行い、教育委員会が決定します。

校名が決まった後は、校歌と校章の検討に入ります。その決め方についてですが、校歌はまず、校

歌に入れたい言葉、キーワードを公募します。それをもとにみどり市に関わっていただいている音楽

専門家に作詞・作曲の依頼をして、できあがった校歌を地区代表者会議の皆様に確認していただいた

後、修正があれば修正していきます。

校章については、児童からの公募等によって案を募る方法を考えています。たくさんの校章の案を

いただければ、それを絞り込んでいく段階で地区代表者会議の皆様にご協力いただきたいと考えてい

ます。これらについても最終的に教育委員会で検討後、決定させていただきたいと思います。

これらの決定方法については、まだ未確定のため、今後変更があるかもしれませんので、お知らせ

していきたいと思いますのでよろしくお願いいたします。

笠懸小学校区の保護者や住民の皆様への周知等についてですが、①地区代表者会議の皆様へは、８

月２９日と１０月３０日の会議を通して、検討していただきながら充分にご理解をいただけるように

していきたいと思います。②笠懸小の保護者の方へは、まず６月２８日、７月３０日に説明会を行い

ます。③笠懸小学校区の住民の皆様向けの説明会については、９月３日を５区から７区、４日を８か

ら１０区として、２回に分けて行う予定です。そのほか、広報みどりや事務局から発行するお便り等

において、進捗状況等を含めて市民全体へお知らせできるようにしていきたいと考えています。

終わりになりますが、現在の笠懸小学校を分離し、どちらの小学校に通う子供たちも安心して快適

に過ごし、子供たちの笑顔があふれる学校にしていきたいと考えていますので、皆様にご理解いただ

き、今後もお力を貸していただければ幸いです。

どうぞ、よろしくお願いいたします。説明は以上となります。

○教育総務課長（金高吉宏） この後質疑応答になりました。最初に木材をふんだんに使うというが

すでに確保できているのかとか、学区の問題につきましては近くに笠小があるというなかでは、そこ
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から新設校に行くということの柔軟性はないかという意見もあり、木材は森林組合に担当課をつうじ

て話しをさせていただいており、学区の対応については検討していくとご報告させていただきました。

また、給食に関しても質問がでましたが、教育部としての考えを説明させていただきました。

○教育長（石井逸雄） いま、担当からご説明をさせていただいたり、会議にでた内容も簡単に話を

させていただきました。

こういう形でスタートとしたということころでありまして、代表者会議の皆さんからも充分に意見

をいただくというのは、これから第２回以降になろうかと思いますので、このような形で住民の皆様

にもご説明させていただいたということを教育委員さん方にもご了解をいただきたく、きょう説明を

しました。

みていただいて、疑問や質問があればお受けしたいと思いますが、いかがでしょか。先程のプロポ

の結果を踏まえてもでも結構ですので、一括して教育長の事務に委任された事務の執行状況という形

での報告に意見いただけたらと思います。

◯委員（金子祐次郎） 住民説明ということで、過去の経緯とこれからについて、わかりやすく、簡

潔に要領よくまとめられていたというのが印象でした。その中で、笠懸地区では理解が難しいかと思

うところが木材の利用というあたりは、大間々、東の人達は周辺が山ですから、木材の利用には理解

があると思いますが、笠懸地区の場合はどちらかというと、農地や畑であったりして、木材の利用に

ついて否定するということはないと思いますが、すんなり受け入れにくい部分があると思いますので、

その辺は丁寧な説明をしていただけたらと思いました。

先程、木材の供給の話がありましたが、現在は道筋というのはたっていないと思うのですが、今後

森林組合への投げかけですとか、そういうところで、出来るだけみどり市産の木材を活用していく方

法で進めていってもらえたらと思いました。全体的にはよくまとまっていたと思いました。

今後、おそらく代表者の方も初めてご説明を聞いたというなかで、なかなか細かな部分までは、ま

だ思いが至っていないところもあるでしょうから、これから２回、３回やっていくなかで、かなり細

かい質問等もでてくると思います。その辺をきちんと聞いておいていただいて、検討すべきところは

検討していけたらと思いました。以上です。

○教育長（石井逸雄） ありがとうございます。今の話について、事務局では、森林であるとか、木

材利用について、市民の皆さん、特に笠懸地域の皆さんにご理解いただくような予定はありますか。

◯教育総務課長（金高吉宏） 今、森林組合の話については、農林課をつうじて話を進めております

し、設計会社のほうからも、木をふんだんに使ったというお話をいただいておりまして、なるべく多

くの木を使っていくという方向で考えています。

○教育長（石井逸雄） 金子委員さんからも話がございましたように、木材を利用する、みどり市の

森林を利用するということは、こういう良さがあるという形をしっかりとこういうプレゼンでもつくっ

ていただき、農林課とも連携をとらないと、教育部単独では出来ないと思いますが、木材利用に関す

る利点や、みどり市でのメリットはここにあるというあたりを、基本計画にも入っていますが、そん
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なところを少しクローズアップして説明できるよう準備していく必要があるのかなという感じを、金

子委員さんからお話をおうかがいして感じたところでありますので、そこの検討をお願いしたいと思

います。

◯委員（山同善子） 正直な感想なのですが、新設校の概要と基本コンセプトの児童ワークショップ

の中の児童の願いというところに、木を使った校舎がいいというのがありますが、こういう希望って

強くあったのですか。

◯新設校準備室長（飯塚慎一） はい。

◯委員（山同善子） あったのならいいのですが、ちょっとそこのところに違和感を感じてしまった

のですよ。なんとなく誘導しているようなふうに感じてしまいましたので、そこに説得力がないと、

ほかの資料も信憑性がなくなってしまう気がしたので、子供の中からの意見というのが意外でした。

それと、小学校などの校舎をつくるのに、今結構材木を使った校舎というのは主流になってきてい

るのですか。

◯新設校準備室長（飯塚慎一） 木の学校づくりは推奨されていますので、そういった事例はふえて

きていると思います。

◯委員（山同善子） そうですよね。そういうことが一言入ると、保護者としてもなるほどみたいな

ところはあるかなと感じました。

○教育長（石井逸雄） いまご指摘いただいたのは大事な部分ですね。子供たちを誘導したのではな

いかなという部分はありますので、ワークショップをして子供たちからもこういう意見があったとい

うところも、今後説明する時には、きちんと説明するように確保していく必要がありますね。大事な

ポイントですね。

◯委員（丹羽千津子） ４月、５月の笠懸地区ＰＴＡ総会等説明は、給食についての説明をしたので

すか。新設校のではないのですよね。

◯教育総務課長（金高吉宏） 基本的には、給食についての説明をさせていただいた中で、その背景

として新設校の概要を話させていただきました。大半は給食の説明です。

◯委員（丹羽千津子） そうすると、話を聞いた方はＰＴＡの本部役員さんになるのでしょうか。

◯教育総務課長（金高吉宏） 本部役員さんに前もって説明し、総会で説明させていただきました。

◯委員（丹羽千津子） 一般の保護者もですか。

◯教育総務課長（金高吉宏） 総会に出ていただいた方については聞いていただいています。

◯委員（丹羽千津子） どれくらいの人数の方ですか。総会というと、役員さんがほとんどで、一般

の方というのは少ないのですよね。

◯教育総務課長（金高吉宏） １００人前後です。

◯委員（丹羽千津子） そのことについて、質問とかご意見はなしということですけれども、その場

でもですか。

◯教育総務課長（金高吉宏） はい。資料は保護者の方に配っています。
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○教育長（石井逸雄） 大事なポイントで、各総会にどれくらい参加していたのかということについ

ても、きちんと数字的なものを把握していますか。そうすれば、それらもしっかりと示せるような形

でまとめておいてください。

そこでは、忙しい総会の時間を１５分くらいくださいともらって、やらせていただいたので、一方

的な説明と何かあればということで終わったのですよね。

◯教育総務課長（金高吉宏） ＰＴＡ代表者には３０分くらいとらせていただいて説明させていただ

きました。

◯委員（丹羽千津子） では、話を聞きながら、「え」という感じではなかったのですね。

◯教育総務課長（金高吉宏） そうですね。

○教育長（石井逸雄） いまあったところは、とても大事な視点で、聞いていただいた方の反応はど

うであったかということがないと、教育委員会議の中で判断していくという時に、基本的なデータが

ないと、なんとも判断しにくいというところがあるのだろうと思っていますので、次回までで結構で

すから、どんな形でこれから保護者、子供たち、笠懸小学校分離に関する意見であるとか、給食に関

する反応であるとかを集約していくのかというところの計画をだして、お示しをして、皆さんにもご

理解いただくと。

それらを基にこの教育委員会議で判断していくところが大変重要なところになっていきますので、

その辺はさらに計画をつめていって、次回までにある程度、こんな方向で意見を集約し、これらを皆

さんに提示して論議をしていただくというところの簡単なスケジュールを次回示せるように準備して

もらってもいいですか。

◯委員（松﨑 靖） 新設校の概要と基本コンセプトの中で、キャッチコピー「みどりの学び舎づく

り」というのと、コンセプト１番から４番のどこのところが「みどりの学び舎づくり」なのか、みど

り市の学び舎なのか、みどり豊かな学び舎なのか、その辺のところがコンセプトとどういうふうに整

合しているのかと気になったのです。

◯教育総務課長（金高吉宏） 考え方として、４つ示させていただいた中で、みどり市の特徴として

の考え方で、８０％が森林に囲まれているところを含めますと、全体的に木を使ったぬくもりあるも

のというイメージで、全体的な市としての考え方を説明させていただきました。

◯委員（松﨑 靖） 例えば、敷地内にみどりの木を植えるとか、そういうこととは別ですか。

◯教育総務課長（金高吉宏） はい。具体的なそういった考え方は盛り込んでいませんが、全体的な

イメージとして、みどりというものを考えています。

◯委員（松﨑 靖） 学校のロケーションは、赤城山、鹿田山が見えるという感じの中で、そういう

雰囲気がかもし出せるとか、そういうことですか。

◯教育総務課長（金高吉宏） はい。

○教育長（石井逸雄） 今の件に関して、大変大事なポイントなのだと思っております。学校をつく

るということであるので、みどり市であろうとどこであろうと、これから求められる学校の姿はどう
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であるのかというのをしっかり押さえていくという中で、一番大事なのが、安心、安全であるという

ことが、大前提であると。そこは絶対かかせないと。

それから、先程、研修に行ってきた委員さん方からもあったように、ソサイエティファイブという

社会を支えていくような、情報化社会へ向けての情報教育、ＩＣＴ活用がどうできるのかであるとか、

そこに向けて、それらを活用する子供たちはどういう教育環境であるとか、どんな教育をしていけば

育つのかとか、ハード面とソフト面が整うような、そんな多様な教育に対応できる教育環境を整えま

すよということについても、これは大変大事なところであります。

日本全国どこでも大事ですが、みどり市もそこは落とすことはないということでは、これについて

は、みどり市の学校というかたちでの「みどり」、それから、みどり市の特色を活かすという部分につ

いては、先程来でてきていた、みどり市の森林資源を充分に活用していくところが１つ、もう１つ大

事な部分としては、地域の核として防災拠点としては、全国的な動きでありますけれども、これにつ

いてはそうは言いながらも、かなり地域性がでてくる部分もありますから、みどり市の特色もだして

いくというところになるのだろうと思うのですね。

それを総体に見た時に、みどり市が新たにつくる学校の姿としては、こういう姿を考えているとい

うところに、「みどり」と「みどり」がかかるのだということで、コンセプトがでてきたと思っており

ますので、ぜひその辺のところをしっかりと市民の皆さんにご理解いただく形をとっていく必要があ

るかと。松﨑さんが感じられたところが、ここからだけからだと感じられなかったというところです

ね。

◯委員（松﨑 靖） なんとなくそうなのかなと。それが形になった時に、やはり「みどりの学び舎」

だなというふうに感じてもらえるような出来上がりを期待したいなというふうに思っております。

◯委員（金子祐次郎） 今のところに関連してなのですが、安全の確保というのは、学校づくりには

大変重要だと思いますし、そこで「みどり」というのは、安全に通ずる色なのかなとも思いますしね。

「みどり」はそういう印象ですよね。色的にもいいのではないかと感じますし。学校の玄関まわりだ

とかには、なるべくみどりの資源を取り入れたような、そんなイメージになるとさらにコンセプトに

近づいていくのかと思います。

◯委員（山同善子） 今の意見、とてもいいなと思いまして、「みどりの学び舎」というのは、今回の

新しい新設校もそうですけれども、これから学校を見直していく中でも、「みどりの学び舎」をテーマ

にしていってもいいのかなと思います。

丹羽さんからお話がでた、４月、５月の笠懸地区のＰＴＡ総会で学校給食の配食についての理解と

いうことでお話をされたということですけれども、今回の新設校だけではなくて、笠懸地域でこうい

う話を各学校でださせていただいたことをきっかけに、例えば、各学校の中でも給食センターを見て

いただくような機会を、例えば、母親委員を学校の行事でまとまって来てみていただくようなことで、

地域全体で給食の在り方に多様性を理解してもらえるような機会を作っていくチャンスかなと思いま

した。
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○教育長（石井逸雄） 貴重な意見ですよね。これから考えていくセンター構想というところが進ん

でいくとなると、ほかの小学校についても、給食センター方式という形になっていくわけですので、

そういう意味では、今笠懸小学校の保護者を中心に考えていますが、それ以外の小・中学校の保護者

にも積極的に見にきていただいて試食をするような機会を考えていかなければと考えております。

これから先については、それぞれの会議でだされる意見や要望を集約していくということを計画的

に進めていき最終的に意見集約したものを、この会議の中で示されて、それらをもとに論議できるよ

うなそんな準備を進めていきたいと思いますのでよろしくお願いします。

〔「はい」の声あり〕

○教育長（石井逸雄） 以上で日程第３、教育長報告は以上で終了いたします。

─────────────────◇─────────────────

◎日程第４ 報告第７号 教育長の専決に関する報告（臨時職員の任用）について

○教育長（石井逸雄） 続きまして、日程第４、報告第７号、教育長の専決に関する報告（臨時職員

の任用）についてを議題といたします。

議案書の朗読を事務局からお願いいたします。

〔議案書 朗読〕

○教育長（石井逸雄） 事務局の朗読が終わりましたので、教育総務課長より内容説明をお願いいた

します。

〔教育総務課長 内容説明〕

○教育長（石井逸雄） ありがとうございました。ただいまの説明に対し、何かご質疑があればお願

いいたします。

〔少し間あり〕

○教育長（石井逸雄） 学校教育課は、年度当初予定していた支援員等は、まだ足りていませんか。

◯学校教育課長（三ツ屋雄一） まだです。

○教育長（石井逸雄） 各市もそれぞれ支援員等を活用しているのですが、なかなかみつからないと

いう状況です。みどり市についても、これまでたくさん雇用してきていますが、どうしても雇用の関

係の制限があって、一定の年数を超えると任用できないというところから、新たな方を探していかな

ければならないというのを繰り返さなければならないということで、現状でいうと応募いただく方が

不足しているという状況です。皆さんのお近くで勤めてみたいという方がいらっしゃるようでしたら、

ご推薦等いただけるとありがたいと思います。

◯委員（金子祐次郎） 公募で応募してくる方もいらっしゃると思いますが、推薦の方が多いのです

か。

◯教育総務課長（金高吉宏） 基本的には推薦は少なく、みどり市にも登録制度がありますが、なか

なか登録してくれる方も少ないのです。ご紹介していただけると助かります。

○教育長（石井逸雄） 現状とすると、ハローワークにも常にだしているのですが、皆さんの身近に
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いる方でお仕事されたい方がいれば、ご紹介いただきたいです。

ただ、ご紹介いただいたからといって必ず任用できるということではなくて、通常のルートで書類

を書いて、面接をさせていただきます。推薦だからといって、ハローワークと違う任用であるかとい

うと、そういうことではないので、そこだけはご承知おきいただきつつ、もしご希望の方がいれば、

教育委員会にご相談してください。

○教育長（石井逸雄） よろしいでしょうか。

〔「はい」の声あり〕

○教育長（石井逸雄） ご質疑がないようですから、以上で質疑を打ち切り、日程第４、報告第７号、

教育長の専決に関する報告（臨時職員の任用）については、以上で終了いたします。

─────────────────◇─────────────────

◎日程第５ 議案第１１号 令和元・２年度みどり市教育に関する事務の点検及び評価の実施に関す

る事務事業評価委員の委嘱について

○教育長（石井逸雄） 続きまして、日程第５、議案第１１号、令和元・２年度みどり市教育に関す

る事務の点検及び評価の実施に関する事務事業評価委員の委嘱についてを議題といたします。

議案書の朗読を事務局からお願いいたします。

〔議案書 朗読〕

○教育長（石井逸雄） 事務局の朗読が終わりましたので、教育総務課長より内容説明をお願いいた

します。

〔教育総務課長 内容説明〕

○教育長（石井逸雄） ありがとうございました。ただいまの説明に対し、何かご質疑があればお願

いいたします。

○委員（金子祐次郎） 林先生ですけれども、文科省の研究部門に異動されたということですか。

○教育総務課長（金高吉宏） 国立教育政策研究所というところで、文科省の内部での異動です。

○委員（金子祐次郎） はい。わかりました。

○教育長（石井逸雄） 大変重要な部署で標準学力テスト、全国の学力テストを扱っているところの

課長で、義務教育の学力向上に向けての学力調査の在り方というところを全て統括しているポジショ

ンです。すごいスタッフを統括し、行っています。

今後、学力調査をどう考えているのか、学力調査からみるところの学力向上対策というところはど

うあるべきかというところあたりを、条件が整えば、林先生に来ていただいて教職員向けに話をいた

だくことができればと思っています。

○委員（松﨑 靖） せっかくそういう人と御縁ができているのだから。

○委員（山同善子） チャンスですよね。

○教育長（石井逸雄） 帰省する時期とうまく重なって、お話がうかがえるようになればよいと思っ

ております。
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○教育長（石井逸雄） よろしいでしょうか。

〔「はい」の声あり〕

○教育長（石井逸雄） ご質疑がないようですから、質疑を打ち切りお諮りいたします。日程第５、

議案第１１号、令和元・２年度みどり市教育に関する事務の点検及び評価の実施に関する事務事業評

価委員の委嘱について、本案を原案のとおり決定してよろしいでしょうか。

賛成委員の挙手を求めます。

〔賛成者挙手〕

○教育長（石井逸雄） 挙手全員ですので、本案は原案のとおり決定することといたします。

─────────────────◇─────────────────

◎日程第６ 議案第１２号 令和元年度みどり市学校給食運営委員会委員の委嘱について

○教育長（石井逸雄） 続きまして、日程第６、議案第１２号、令和元年度みどり市学校給食運営委

員会委員の委嘱についてを議題といたします。

議案書の朗読を事務局からお願いいたします。

〔議案書 朗読〕

○教育長（石井逸雄） 事務局の朗読が終わりましたので、教育総務課長より内容説明をお願いいた

します。

〔教育総務課長 内容説明〕

○教育長（石井逸雄） ありがとうございました。ただいまの説明に対し、何かご質疑があればお願

いいたします。

○委員（山同善子） ２号委員さんが保護者で、各学校本部役員さんだと思いますが、その中の笠懸、

大間々、東の区別はわかりますか。

○教育総務課長（金高吉宏） 校長先生が入っている学校は、ＰＴＡ本部役員さんは入っていません

ので、笠小については保志校長先生、大間々南小は鎮西校長先生となっています。よって、ＰＴＡ本

部役員さんは笠懸東小、笠懸北小、大間々北小、大間々東小、福岡中央小、笠懸南中、大中となって

います。

○教育長（石井逸雄） そうするとこの中では、８、９、１３番の方が笠懸地区ＰＴＡ代表ですか。

○教育総務課長（金高吉宏） そうです。

○教育長（石井逸雄） そのほか、ございますか。

〔少し間あり〕

○教育長（石井逸雄） 私から１つ確認ですが、今回給食の提供方式について、この後審議していく

というのがあるのですが、この委員さんたちの立ち位置は、今回私たちが審議していく部分には、こ

れにかかわって、この運営委員会の位置づけはどのように考えていますか。

○教育総務課長（金高吉宏） この運営委員会につきましては、学校給食にかかわる重要な事項を審

議することになっておりますので、６月末に委嘱を行い、会議で皆さんから意見をいただき、この部
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分も含めて審議していきたいと思います。

○教育長（石井逸雄） 学校給食に関しては、みどり市教育委員会のなかの組織とすると、一番重視

している。ここが、学校給食に関わる重要事項を審議できるというところでありまして、運営規則で

いうところの何号委員についても先程説明がありましたが、非常に多岐にわたり、教育にかんすると

ころ、栄養にかんする部局からでていただいているということでは、非常に多方面から意見をいただ

ける機関であります。この委員の皆さんから意見をいただくということで、いろいろな視点から学校

給食の在り方について、ご意見をいただける機関だというふうに思いますので、通常の学校給食の運

営にかんする審議をしていただいているところに加えて、給食の提供方式、あるいは食育の在り方等

についてご意見をいただけるような、委員会の議題の中にそういう項目もしっかり盛り込んでいただ

いて、その方々の意見がしっかり聞けて、それらの結果をここに示してもらえるように工夫をしてい

ただきたいと思います。

○委員（山同善子） １号委員、３号委員さんというのは、学校の現場にいらっしゃる方なので、給

食については詳しいと思いますが、例えば２号委員さんは男性の方も多いので、自分が食べていた時

代の給食のことはわかるけれども、今の給食はイメージしにくいと思うので、給食センターはもちろ

んですが、自校のところでも体験していただくチャンスがあると、フェアな見方をしていただけるの

かなと思ったことと、４号委員さんも自分の職場はわかっているが、もしかすると違う方式の職場を

体験されていない方がもしいらっしゃるなら、そういう方にもみていただいてご意見いただけるとい

いと思います。

あとは、お医者さんなので、食べる時間がなくお忙しいと思うので、時間をつくっていただいて、

一緒に意見交換をしながら食べていただくといいのではと思います。

◯委員（丹羽千津子） 運営委員さんたちに、給食の食べ比べをしていただくようなことができれば、

今後いろいろ考えていくうえでの参考になるのではないかと思います。

○委員（山同善子） こういう方たちに、メリットばかりでなく、デメリットも提示していければい

いのかなと思います。

○教育総務課長（金高吉宏） この運営委員会も含めまして、いろいろ提案させていただきたいと思

います。

○教育長（石井逸雄） いまご指摘していただいた部分は、これから進めるうえで大変重要な部分で、

議会からも自校方式とセンター方式はどうなのかと。部の考えとしては、センターでもっていきたい

と話をしているけれども、しっかりと現状比較をできる資料を議会にも提示するようにと、議会から

指示がでておりますので、そう遠くないところで、議会に提示していくと。そうなってくると、そこ

については、ほかの皆さんにも提示できる部分になってくるので、そうなればこの委員会の皆さんに

もしっかりと提示をして、そんな視点でみていただくということもできると思いますので、議会から

求められている資料をしっかりとまとめ、提出したいと思っております。

○教育長（石井逸雄） そのほか、よろしいですか。
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〔少し間あり〕

○教育長（石井逸雄） よろしいでしょうか。

〔「はい」の声あり〕

○教育長（石井逸雄） ご質疑もないようですから、質疑を打ち切りお諮りいたします。日程第６、

議案第１２号、令和元年度みどり市学校給食運営委員会委員の委嘱について、本案を原案のとおり決

定してよろしいでしょうか。

賛成委員の挙手を求めます。

〔賛成者挙手〕

○教育長（石井逸雄） 挙手全員ですので、本案は原案のとおり決定することといたします。

─────────────────◇─────────────────

◎日程第７ 議案第１３号 令和元年度岩宿博物館協議会委員の委嘱について

○教育長（石井逸雄） 続きまして、日程第７、議案第１３号、令和元年度岩宿博物館協議会委員の

委嘱についてを議題といたします。

議案書の朗読を事務局からお願いいたします。

〔議案書 朗読〕

○教育長（石井逸雄） 事務局の朗読が終わりましたので、文化財課長より内容説明をお願いいたし

ます。

〔文化財課長 内容説明〕

○教育長（石井逸雄） ありがとうございました。ただいまの説明に対し、何かご質疑があればお願

いいたします。

〔少し間あり〕

○教育長（石井逸雄） よろしいでしょうか。

〔「はい」の声あり〕

○教育長（石井逸雄） ご質疑がないようですから、質疑を打ち切りお諮りいたします。日程第７、

議案第１３号、令和元年度岩宿博物館協議会委員の委嘱について、本案を原案のとおり決定してよろ

しいでしょうか。

賛成委員の挙手を求めます。

〔賛成者挙手〕

○教育長（石井逸雄） 挙手全員ですので、本案は原案のとおり決定することといたします。

─────────────────◇─────────────────

◎日程第８ 議案第１４号 令和元年度みどり市大間々博物館運営審議会委員の委嘱について

○教育長（石井逸雄） 続きまして、日程第８、議案第１４号、令和元年度みどり市大間々博物館運

営審議会委員の委嘱についてを議題といたします。

議案書の朗読を事務局からお願いいたします。
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〔議案書 朗読〕

○教育長（石井逸雄） 事務局の朗読が終わりましたので、文化財課長より内容説明をお願いいたし

ます。

〔文化財課長 内容説明〕

○教育長（石井逸雄） ありがとうございました。ただいまの説明に対し、何かご質疑があればお願

いいたします。

○委員（丹羽千津子） １番、田村先生は最初の委嘱が２９年になっていますが、これは一旦代わら

れて、またということですか。

○文化財課長（藤生智子） すみません。確認します。

○教育長（石井逸雄） 多分、この書き方が誤解を受けると思うのですね。どうしても、この委員は

２年に一度委嘱をしているので、結局、再と書いてある委員は過去にやったことがある場合、この表

記をするものですから、多分田村校長については、２９年度にやられたのですね。再と新の書き方が

２年の任期期間の中で捉えるのかということころもありますが、過去に経験している人は再という形

の表記です。

○委員（山同善子） 大間々博物館運営審議会の選出団体については、２号委員はみどり市の子育連

ほか、どんなところがあるのですか。

○文化財課長（藤生智子） もうしわけありません。きょう、資料を持ち合わせていませんので、す

みません。

○委員（山同善子） はい。わかりました。

○教育長（石井逸雄） 委員の委嘱の時には、何号委員はどういうふうに規定しているかというのも

明確にするようにお願いします。そして、毎年あることなので、選出母体の審査を行う際に一括して

みられる資料を、教育委員さん方のお手元にある形がとれるといいなと思っていますし、まとまった

冊子を各教育委員さん方に用意しておいてもらって、審議の際に活用するというのもありだなと思っ

ています。

私たちがわかりやすい資料づくりを、事務局のほうで検討してもらえたらと思います。担当課ごと

でなく、まとめてセットにしておいてもらえるといいなと思います。

○教育長（石井逸雄） よろしいでしょうか。

〔「はい」の声あり〕

○教育長（石井逸雄） ご質疑もないようですから、質疑を打ち切りお諮りいたします。日程第８、

議案第１４号、令和元年度みどり市大間々博物館運営審議会委員の委嘱について、本案を原案のとお

り決定してよろしいでしょうか。

賛成委員の挙手を求めます。

〔賛成者挙手〕

○教育長（石井逸雄） 挙手全員ですので、本案は原案のとおり決定することといたします。
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─────────────────◇─────────────────

◎日程第９ 議案第１５号 みどり市史跡岩宿遺跡保存活用計画策定委員会委員の委嘱について

○教育長（石井逸雄） 続きまして、日程第９、議案第１５号、みどり市史跡岩宿遺跡保存活用計画

策定委員会委員の委嘱についてを議題といたします。

議案書の朗読を事務局からお願いいたします。

〔議案書 朗読〕

○教育長（石井逸雄） 事務局の朗読が終わりましたので、文化財課長より内容説明をお願いいたし

ます。

〔文化財課長 内容説明〕

○教育長（石井逸雄） ありがとうございました。ただいまの説明に対し、何かご質疑があればお願

いいたします。

○委員（松﨑 靖） 岩宿遺跡保存活用計画策定委員会というのは、西鹿田中島遺跡にも同じような

策定委員会があるのですか。一括でやっているのですか。

○文化財課長（藤生智子） この委員会にかんしては、岩宿遺跡保存活用計画のみの策定委員会だけ

です。計画策定までの期間ということで、取り組んでいただいております。

○教育長（石井逸雄） 実は、文化財保護法がいままでは、保存整備とういうことできていましたが、

これから保存活用という形で、活用するというところにおもきを置くということで、各史跡をもって

いるところには、活用計画を策定して積極的に活用しながら保存していくということに努めるように

という形になったのですね。

その中で、特に岩宿遺跡については、国指定をいただいておりますが保存活用計画が策定できてい

なかったということがございますので、ここに特化した形で保存活用整備計画を早急に策定したいた

め今回の委員会を組織しているという形ですね。この委員会は、策定するためだけに、委員会を設定

するということで動いております。

○委員（松﨑 靖） その期間は、策定が終わった時点で終わりということですか。

○教育長（石井逸雄） はい。

○教育長（石井逸雄） その他、ございますでしょうか。

〔少し間あり〕

○教育長（石井逸雄） よろしいでしょうか。

〔「はい」の声あり〕

○教育長（石井逸雄） ご質疑がないようでしたら、質疑を打ち切りお諮りいたします。日程第９、

議案第１５号、みどり市史跡岩宿遺跡保存活用計画策定委員会委員の委嘱について、本案を原案のと

おり決定してよろしいでしょうか。

賛成委員の挙手を求めます。

〔賛成者挙手〕
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○教育長（石井逸雄） 挙手全員ですので、本案は原案のとおり決定することといたします。

─────────────────◇─────────────────

◎閉 会

○教育長（石井逸雄） 以上で、本日の議事は全て終了いたしました。これをもって、教育委員会議

を閉会といたします。大変お疲れさまでした。

午後０時５分閉会
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